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識者に問う

未知の感染症に挑む
自治体トップの覚悟

わたしの構想

2020 年、新型コロナウイルスの感染拡大で、
自治体は未知の感染症への対応を迫られてきた。県知事と市長の5名は、
どのような覚悟で第一波に挑んだのか。自治体における対応を振り返る。
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2020 年、新型コロナウイルスの感

染拡大で、自治体は未知の感染症へ

の対応を迫られてきた。

県知事と市長の 5名は、どのような

覚悟で第一波に挑んだのか。

自治体における対応を振り返る。

未知の感染症に挑む
自治体トップの覚悟



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
は
、
あ
る
い
は
、
日
本
に
お
け
る
中
央－

地
方
関
係
、
さ
ら
に
自
治

体
間
の
関
係
を
大
き
く
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
の
正
体
を
突
き
止
め
、
そ
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
関
係
す
る
専
門
家
の
知
識
を

す
べ
て
動
員
し
、
国
を
挙
げ
て
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
対
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
法
律
の
整
備
や
財
政
上
の
施
策

が
必
要
に
な
る
が
、
こ
れ
も
第
一
義
的
に
は
国
の
役
割
で
あ
る
。
病
気
の
感
染
者
は
も
ち
ろ
ん
、
経
済
的
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
人
々
や

企
業
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
の
も
、
国
が
主
導
し
て
行
う
べ
き
事
柄
に
違
い
な
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
広
い
国
土
の
日
本
に
お
い
て
常
に
一
律
の
対
策
が
必
要
な
わ
け
で
は
な
い
。
地
域
ご
と
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
具
体
的

な
対
策
を
実
現
す
る
の
は
地
方
自
治
体
の
役
割
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
、
国
と
は
異
な
る
判
断
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
場
合
も
あ
る
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
住
民
の
多
様
な
声
に
応
え
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
も
、
住
民
に
よ
り
身
近
な
自
治
体
の
役
割
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
以
前
か
ら
明
ら
か
で
あ
っ
た
が
、
具
体
的
な
課
題
の
出
現
と
そ
れ
へ
の
対
応

を
通
じ
て
、
よ
り
切
迫
し
た
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
機
会
に
、
自
治
体
ご
と
の
独
自
の
対
応
策
を
め
ぐ
る
情
報
を

集
約
し
、
得
ら
れ
た
知
見
を
相
互
に
共
有
す
る
こ
と
は
極
め
て
有
意
義
で
あ
ろ
う
。
こ
の
企
画
で
は
五
つ
の
自
治
体
の
首
長
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
い
、
感
染
症
へ
の
対
応
の
中
で
、
自
治
体
の
抱
え
た
困
難
と
、
国
と
自
治
体
、
あ
る
い
は
自
治
体
間
の
あ
る
べ
き
関
係
に
つ
い

て
話
を
う
か
が
っ
た
。

　

滋
賀
県
の
三
日
月
大
造
知
事
が
何
よ
り
心
掛
け
た
の
が
、「
応
答
性
の
あ
る
対
話
」
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
象
徴
的
で
あ
る
。
日
本
各

地
で
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
恐
怖
に
あ
お
ら
れ
、
患
者
の
特
定
や
隔
離
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
た
事
例
が
見
ら
れ
た
。
と
は
い
え
、

そ
れ
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
れ
ば
人
権
侵
害
は
も
ち
ろ
ん
、「
社
会
が
壊
れ
て
し
ま
う
」
危
険
性
さ
え
あ
る
。
殺
到
し
た
「
知
事
へ
の
手
紙
」

を
一
つ
ひ
と
つ
分
析
し
、
政
策
に
反
映
さ
せ
た
こ
と
は
、
地
方
自
治
体
な
ら
で
は
の
貢
献
で
あ
っ
た
ろ
う
。
外
国
人
住
民
を
含
め
「
す
べ

て
の
人
の
自
由
と
平
等
、
そ
し
て
多
様
性
と
持
続
可
能
性
」
を
大
切
に
し
た
と
い
う
指
摘
が
重
要
で
あ
る
。

　

県
内
病
院
で
国
内
最
初
の
院
内
感
染
が
確
認
さ
れ
た
際
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
対
象
を
限
定
す
る
国
の
ス
タ
ン
ス
に
倣
わ
ず
、
む
し
ろ
独
自

の
モ
デ
ル
を
示
し
た
和
歌
山
県
の
事
例
も
重
要
で
あ
る
。
仁
坂
吉
伸
知
事
に
よ
れ
ば
、
感
染
を
疑
わ
れ
る
関
係
者
全
員
の
検
査
に
踏
み
切

り
、
入
院
隔
離
を
徹
底
し
、
さ
ら
に
感
染
者
の
行
動
履
歴
を
徹
底
的
に
追
跡
し
た
こ
と
が
、
い
ち
早
い
感
染
拡
大
の
抑
止
に
つ
な
が
っ
た

と
い
う
。
そ
の
際
に
「
統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
さ
れ
た
県
内
の
保
健
所
体
制
が
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
今
後
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策

に
当
た
り
有
益
な
情
報
で
あ
ろ
う
。「
論
理
的
に
物
事
を
判
断
し
…
…
責
任
を
持
っ
て
」
対
応
す
る
と
い
う
言
葉
が
重
い
。

住
民
の
声
に
応
え
、
時
に
は
国
と
は
異
な
る
判
断
を
迫
ら
れ
た

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
／
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所 

教
授

宇
野
重
規

自
治
体
ト
ッ
プ
の

模
索
と
工
夫
が
生
む
変
化

︱
中
央
と
地
方
の
関
係
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
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KEY
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国
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
確
保
し
た
上
で
、
い
か
に
地
域
ご
と
の
模
索
や
工
夫
を
最
大
限
化
で
き
る
か
。
そ
し
て
そ
の
成
果
と
な
る
知
見

を
共
有
し
、
全
国
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
契
機
に
、
日
本
の
中
央－

地
方
関
係
、
さ
ら
に

自
治
体
間
の
関
係
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
。

　

市
町
村
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
兵
庫
県
の
東
端
に
あ
り
、
経
済
圏
・
生
活
圏
と
し
て
は
大
阪
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
尼
崎
市
の
場

合
、
阪
神
エ
リ
ア
の
近
隣
自
治
体
の
首
長
と
の
情
報
交
換
が
重
要
だ
っ
た
、
と
稲
村
和
美
市
長
は
指
摘
す
る
。
一
部
の
自
治
体
だ
け
で
行

っ
て
も
効
果
が
薄
い
対
策
は
広
域
で
そ
ろ
え
る
一
方
、
独
自
性
を
も
っ
て
取
り
組
む
べ
き
対
策
は
各
自
治
体
で
判
断
し
た
と
い
う
メ
リ
ハ

リ
が
注
目
さ
れ
る
。
生
活
の
場
所
と
勤
務
先
が
県
を
越
え
る
場
合
、
管
轄
す
る
保
健
所
間
で
情
報
共
有
が
難
し
く
、
全
国
規
模
で
の
統
合

的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
も
示
唆
的
で
あ
る
。

　

面
積
は
福
井
県
で
最
も
広
い
が
、
人
口
は
三
万
二
〇
〇
〇
人
と
少
な
い
大
野
市
の
事
例
も
貴
重
で
あ
る
。
福
井
駅
か
ら
ロ
ー
カ
ル
線
で

一
時
間
ほ
ど
か
か
る
大
野
市
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
「
実
態
が
見
え
な
い
」
状
況
が
、
独
自
の
難
し
さ
を
も
た
ら
し
た
と

石
山
志
保
市
長
は
語
る
。
同
市
の
場
合
む
し
ろ
、
小
中
高
校
の
全
国
一
斉
休
校
の
要
請
が
、
意
識
が
切
り
替
わ
る
契
機
と
な
っ
た
と
い
う
。

「
国
や
県
の
対
策
や
予
算
を
最
大
限
生
か
し
た
」
と
い
う
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
国
や
広
域
自
治
体
の
支
援
を
有
効
に
活
用
し
つ
つ
地
域

独
自
の
対
応
を
模
索
す
る
こ
と
が
、
大
野
市
の
よ
う
な
自
治
体
に
と
っ
て
は
重
要
で
あ
っ
た
。

　
「
四
七
の
自
治
体
が
あ
れ
ば
、
四
七
の
戦
略
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
の
は
、
鳥
取
県
の
平
井
伸
治
知
事
で
あ
る
。
基
礎
自
治
体
を
入
れ

れ
ば
、
数
は
さ
ら
に
増
え
る
だ
ろ
う
。
鳥
取
県
の
場
合
、
人
口
が
最
も
少
な
く
、
高
齢
者
が
多
い
。
医
療
資
源
が
十
分
で
な
い
中
、
感
染

が
拡
大
す
れ
ば
壊
滅
的
な
事
態
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
危
機
感
か
ら
鳥
取
県
は
、
国
に
先
駆
け
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
取
り
組

ん
だ
。
県
の
病
床
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
地
域
の
医
師
会
に
協
力
を
求
め
、
逆
に
自
治
体
の
備
蓄
す
る
マ
ス
ク
を
医
師
会
に
提
供
し
た
。

国
の
法
令
が
現
場
主
導
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
制
約
と
な
っ
た
が
、
や
が
て
地
方
と
国
の
間
に
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
た
と
い
う
指
摘
が
興
味
深

い
。

地
域
の
模
索
や
工
夫
、
そ
し
て
知
見

宇
野
重
規
（
う
の
・
し
げ
き
） 

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
。
東
京
大
学
博
士
（
法
学
）。
専
門
は
政
治
思

想
史
、
政
治
哲
学
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
国
の
役
割
・
地
方
自
治
体
の
役
割
、

自
治
体
の
抱
え
た
困
難
と
対
策
、
国
と
自
治
体
・
自
治
体
間
の
あ
る
べ
き
関
係
、

国
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
、
地
域
ご
と
の
模
索
や
工
夫
を
最
大
限
化
、
得
ら
れ
た
知
見
を
相
互
に
共
有
、

日
本
の
中
央－

地
方
関
係
・
自
治
体
間
の
関
係
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
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識　者　に　問　う

KEY
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新
型
コロ
ナ
へ
の
対
応
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
は

ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
、

ど
う
乗
り
越
え
た
の
か
。

今
後
、必
要
な
備
え
は
何
か
。

インタビュー実施：2020 年 10 月
聞き手：渡邊翔太（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）

いち早く合理的な戦略を実行し、
国と連携する

鳥取県知事平井伸治

高齢者が多い、限られた医療資源、過去の新型インフルエンザの教訓、切迫感を
もった対応、医師会の協力、現場主導でのアプローチ、地方と国との信頼関係

朝令暮改は必ずあると理解を求め、
事に当たった

福井県大野市長石山志保

都心から離れた小さな自治体、実態が見えず情報がない、手探りの対応、
対策を打つ腹を決める、国や県の対策や予算を生かす

近隣自治体や住民と
いかに情報共有していくか

兵庫県尼崎市長稲村和美

大阪の経済圏・生活圏、市民への情報提供と感染者のプライバシー、
首長同士の迅速な情報共有、保健所の横の連携、HER-SYS の活用

感染症法の基本に忠実に、論理的に決断
和歌山県知事仁坂吉伸

国内初の院内感染、早期発見と早期隔離、関係者全員の PCR検査、感染者の
行動履歴の徹底調査、保健所の統合ネットワーク化、国と地方の役割分担

滋賀県知事三日月大造
応答性のある対話で、
より良い自治を追求する

感染症への恐怖・不安、利他のこころ、県民との応答性のある対話、
自治体間の機能分担と連携、地方から国への提案型仕組み作り
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識
者
に
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
は
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
、ど
う
乗
り
越
え
た
の
か
。
今
後
、必
要
な
備
え
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

応
答
性
の
あ
る
対
話
で
、

よ
り
良
い
自
治
を
追
求
す
る

三
日
月
大
造

滋
賀
県
知
事

の
危
機
に
も
つ
な
が
る
感
染
症
へ
の
恐
怖
・
不
安
は
、
強
弱
の
波
は
あ
る
が
、
今
も
続
い
て
い
る
。

滋
賀
県
で
初
め
て
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
な
ど
感
染
者
数
が
急
増
し
た
四
月
に
は
、
不
安
を
抱
え

た
県
民
か
ら
問
い
合
わ
せ
や
要
望
が
殺
到
し
た
。
自
身
や
周
囲
の
感
染
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
患
者
の
特
定
や

隔
離
を
求
め
る
声
も
あ
っ
た
。
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
失
い
、
社
会
が
熱
く
き
つ
く
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

社
会
が
壊
れ
て
し
ま
う
と
感
じ
、
私
は
大
変
怖
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
正
直
に
県
民
に
話
し
た
。

　

こ
の
危
機
の
中
で
、
よ
り
良
い
自
治
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。
私
が
何
よ
り
も
心
掛
け
た
の
は
、「
応

答
性
の
あ
る
対
話
」
だ
。
県
民
の
気
持
ち
や
疑
問
、
要
望
を
く
み
取
り
、
分
析
し
て
、
そ
れ
に
応
え
る
こ
と

を
第
一
に
考
え
た
。「
知
事
へ
の
手
紙
」
に
届
い
た
意
見
一
つ
ひ
と
つ
に
目
を
通
し
、
県
議
会
議
員
と
定
期

的
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
把
握
し
た
県
民
の
声
を
対
策
に
生
か
し
て
き
た
。
ま
た
、
子

ど
も
の
安
全
と
学
び
の
機
会
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
取
る
べ
き
か
、
保
護
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
が
悩
ん

で
い
た
。
そ
こ
で
、
当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
寄
せ
ら
れ
た
約
三
万
二
〇
〇
〇

件
の
回
答
を
全
て
分
析
し
て
、
子
ど
も
の
た
め
の
新
し
い
行
動
様
式
「
す
ま
い
る
・
あ
く
し
ょ
ん
」
を
策
定

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
自
治
体
間
の
機
能
分
担
と
連
携
が
不
可
欠
だ
。
身
近
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
市
町
村
が
、

市
町
村
で
対
応
で
き
な
い
公
衆
衛
生
な
ど
は
県
が
、
と
い
っ
た
具
合
に
自
治
体
間
で
連
携
・
協
力
の
体
制
を

構
築
で
き
た
。
対
策
の
最
前
線
に
立
つ
地
方
か
ら
、
全
国
知
事
会
等
を
通
し
て
国
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
提

案
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
こ
と
が
、
国
の
制
度
改
正
や
補
正
予
算
に
つ
な
が
っ
た
。
地
域
の
実
情
を
知
る

地
方
か
ら
提
案
を
行
い
、
地
方
と
国
が
一
体
と
な
り
施
策
を
構
築
し
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
は
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
変
革
し
て
い
く
上
で
有
効
な
方
法
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

私
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
一
過
性
の
も
の
と
捉
え
ず
に
、
未
来
へ
の
教
訓
に
す
る
と
と
も
に
、
社
会
を
変

革
す
る
転
機
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
経
験
を
通
じ
て
、「
大
切
に
し
た
い
こ
こ
ろ
」、「
大
切
に

し
た
い
視
点
」、「
大
切
に
し
た
い
姿
勢
」
を
県
民
に
提
案
し
て
い
る
。
大
切
に
し
た
い
こ
こ
ろ
と
は
「
自
省

を
伴
う
利
他
の
こ
こ
ろ
」
で
あ
り
、
大
切
に
し
た
い
視
点
は
、
す
べ
て
の
人
の
自
由
と
平
等
、
多
様
性
と
持

続
可
能
性
を
指
す
。
そ
し
て
、
大
切
に
し
た
い
姿
勢
は
、
権
利
の
保
障
、
応
答
性
を
備
え
た
対
話
、
協
働
に

よ
る
変
革
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
基
礎
に
お
い
て
、
よ
り
良
い
自
治
と
真
の
民
主
主
義
の
あ
り
方
を
追
求
し
、

本
当
の
意
味
で
の
「
健
康
し
が
」
を
目
指
し
、
挑
戦
し
て
い
る
。

滋
賀
県
知
事
。
一
橋
大
学
卒
業
後
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
入
社
。
衆
議
院
議
員
（
四
期
）、
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
、
国
土
交
通

副
大
臣
を
経
て
、
二
〇
一
四
年
よ
り
現
職
。
現
在
二
期
目
。
松
下
政
経
塾
出
身
。
県
民
と
の
対
話
・
共
感
・
協
働
に
重
き
を
置
き
、
県
民

の
活
動
現
場
を
訪
問
し
て
直
接
対
話
す
る
「
こ
ん
に
ち
は
！
三
日
月
で
す
」
の
開
催
は
七
五
回
に
の
ぼ
る
。
政
策
形
成
で
は
、
デ
ザ
イ
ン

思
考
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
お
り
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
今
後
の
施
策
を
検
討
す
る
際
に
も
、

デ
ザ
イ
ン
思
考
の
核
と
な
る
ペ
ル
ソ
ナ
分
析
の
手
法
が
用
い
ら
れ
た
。

三
日
月
大
造
（
み
か
づ
き
・
た
い
ぞ
う
）

命

ピエール・ロザンヴァロン〔2020〕

良き統治
大統領制化する民主主義
古城毅ほか訳、宇野重規解説

みすず書房
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識
者
に
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
は
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
、ど
う
乗
り
越
え
た
の
か
。
今
後
、必
要
な
備
え
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

感
染
症
法
の
基
本
に
忠
実
に
、
論
理
的
に
決
断

仁
坂
吉
伸

和
歌
山
県
知
事

本
の
感
染
症
法
と
保
健
所
の
体
制
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
お
い
て
非
常
に
有
効
な
手
段

だ
。
今
年
二
月
中
旬
、
和
歌
山
県
の
済
生
会
有
田
病
院
で
、
国
内
初
の
院
内
感
染
が
確
認
さ
れ
た
際

も
、
対
応
に
あ
た
っ
て
何
よ
り
重
視
し
た
の
は
、
感
染
症
法
の
基
本
で
あ
る
「
早
期
発
見
」
と
「
早
期
隔
離
」

だ
。
ま
た
、
感
染
者
の
行
動
履
歴
を
徹
底
的
に
調
査
し
、
感
染
者
と
関
係
の
深
い
人
か
ら
検
査
を
優
先
す
る

ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
う
一
方
、
外
来
患
者
の
受
け
入
れ
を
中
止
し
た
。
合
理
的
に
考
え
、
基
本
に
忠
実
に
実
行

す
る
こ
と
が
大
事
だ
か
ら
だ
。
た
だ
し
、
済
生
会
有
田
病
院
の
場
合
は
エ
ク
ス
ト
ラ
を
行
っ
た
。
当
時
は
ど

ん
な
病
気
か
も
分
か
ら
ず
、
県
民
も
怖
が
っ
て
い
る
の
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
対
象
を
限
定
す
る
と
い
う
国
の

ス
タ
ン
ス
に
倣
わ
ず
、
関
係
者
四
七
四
人
全
員
の
検
査
実
施
に
踏
み
切
り
、
三
週
間
で
病
院
の
完
全
ク
リ
ー

ン
化
に
成
功
、
三
月
四
日
に
は
全
て
の
通
常
業
務
を
再
開
し
た
。

　

感
染
者
の
行
動
履
歴
の
徹
底
調
査
は
、
今
も
重
要
だ
。
こ
れ
は
、
日
本
の
保
健
所
体
制
が
存
在
し
た
か
ら

こ
そ
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
行
動
履
歴
の
調
査
で
特
に
必
要
な
の
は
、
県
内
の
保
健
所
の
「
統
合
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
だ
。
次
第
に
分
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
保
健
所
が
ば
ら
ば
ら
に
や
っ
て
い
て
は
、
絶
対
に
う

日ま
く
い
か
な
い
。
中
核
市
で
あ
る
和
歌
山
市
の
保
健
所
は
市
長
管
轄
だ
っ
た
が
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
県

が
保
健
所
を
統
合
的
に
管
理
す
る
こ
と
で
、
早
期
発
見
と
隔
離
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
行
で
き
た
。

　

こ
の
一
連
の
対
応
は
、「
和
歌
山
モ
デ
ル
」
と
称
賛
さ
れ
た
が
、
感
染
症
法
で
県
に
与
え
ら
れ
て
い
る
権
限

を
行
使
し
た
ま
で
だ
。
県
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
特
別
措
置
法
の
対
策
で
も
主
体
と
し
て
実
行
す
る
立
場
に

あ
る
。
法
律
の
権
限
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
試
し
、
改
善
し
、
他
県
の
い
い
事
例
は

取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
き
た
。
時
に
は
国
の
指
示
と
見
解
が
異
な
っ
た
が
、
論
理
的
に
物
事
を
判
断
し
た

上
で
、
県
民
に
対
し
て
説
明
が
つ
く
の
で
あ
れ
ば
、
知
事
権
限
の
範
囲
内
で
責
任
を
持
っ
て
や
れ
ば
い
い
と

思
う
。
例
え
ば
、「
感
染
が
疑
わ
れ
る
症
状
が
出
て
も
四
日
間
は
病
院
に
行
く
な
」
と
い
う
国
の
指
示
に
和
歌

山
県
は
従
わ
な
か
っ
た
。
今
で
は
国
も
、
こ
の
指
示
を
取
り
や
め
て
い
る
。
国
も
、
最
終
的
に
は
、
正
し
い

方
向
へ
と
対
応
を
修
正
し
て
い
く
覚
悟
は
で
き
て
い
る
。
国
と
地
方
は
対
立
す
る
の
で
は
な
く
、分
野
ご
と
に
、

う
ま
く
対
応
で
き
る
役
割
を
担
当
す
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
責
任
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
。

　

日
本
人
は
欧
米
が
い
つ
も
範
と
な
る
と
考
え
が
ち
だ
が
、
欧
米
に
は
感
染
症
法
と
保
健
所
の
機
能
（
感
染

症
法
に
基
づ
く
早
期
発
見
、
早
期
隔
離
、
行
動
履
歴
の
徹
底
的
な
調
査
）
が
な
い
。
日
本
は
こ
の
資
産
を
最

大
限
に
生
か
す
べ
き
だ
。

和
歌
山
県
知
事
。
東
京
大
学
卒
業
後
、
通
商
産
業
省
（
当
時
）
入
省
。
経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
次
長
、
ブ
ル
ネ
イ
国
大
使
、
社
団
法
人

日
本
貿
易
会
専
務
理
事
等
を
経
て
、
二
〇
〇
六
年
よ
り
現
職
。
現
在
四
期
目
。
県
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
お
り
、

就
任
以
来
、
Ｈ
Ｐ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
「
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
数
多
く
の
情
報
提
供
や
政
策
説
明
を
行
っ
て
き
た
。
全
国
の
自
治
体

に
先
駆
け
て
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
普
及
を
推
進
。
コ
ロ
ナ
禍
で
働
き
方
が
見
直
さ
れ
る
中
で
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
を
踏
ま
え

た
企
業
誘
致
を
目
指
す
。
二
〇
一
九
年
に
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治
体
協
議
会
（
Ｗ
Ａ
Ｊ
）
を
設
立
し
、
会
長
に
就
任
。

仁
坂
吉
伸
（
に
さ
か
・
よ
し
の
ぶ
）

冨山和彦〔2020〕

コロナショック・サバイバル
日本経済復興計画

文藝春秋
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識
者
に
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
は
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
、ど
う
乗
り
越
え
た
の
か
。
今
後
、必
要
な
備
え
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

近
隣
自
治
体
や
住
民
と

い
か
に
情
報
共
有
し
て
い
く
か

稲
村
和
美

兵
庫
県
尼
崎
市
長

崎
市
は
人
口
四
五
万
人
の
中
核
市
で
、
市
管
轄
の
保
健
所
が
あ
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
で
き
る
研

究
施
設
も
あ
る
。
兵
庫
県
の
東
端
で
大
阪
市
に
隣
接
し
て
お
り
、
経
済
圏
・
生
活
圏
と
し
て
は
大
阪

と
一
体
性
の
強
い
街
だ
。
市
は
、
住
民
と
の
距
離
が
も
っ
と
も
近
く
、
行
政
の
最
前
線
な
の
で
、
市
民
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
情
報
を
共
有
し
て
い
く
か
が
課
題
だ
っ
た
。
ま
ず
直
面
し
た
の
は
、
感
染
者
情
報
で
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
ど
こ
ま
で
守
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
だ
。
極
力
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
と
い
う
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
あ
る
が
、
情
報
を
出
し
過
ぎ
る
と
人
物
が
特
定
で
き
て
し
ま
う
。
尼
崎
市
で
は
、
他
都
市
の
経
験
で
、

情
報
を
出
し
過
ぎ
た
場
合
の
弊
害
を
把
握
し
て
い
た
た
め
、
保
健
所
と
相
談
し
な
が
ら
比
較
的
抑
制
し
た
情

報
公
開
を
心
掛
け
た
。
例
え
ば
、
感
染
者
の
家
族
を
「
同
居
人
」
と
公
表
し
、
続
柄
ま
で
は
知
ら
せ
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
。

　

現
場
で
は
、
阪
神
エ
リ
ア
の
首
長
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
頻
繁
に
や
り
取
り
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
情
報
共
有
、

検
討
を
行
っ
て
き
た
。
複
数
の
首
長
が
同
時
に
や
り
取
り
す
る
中
で
、
自
治
体
間
で
異
な
る
部
分
が
見
え
た

の
は
有
益
だ
っ
た
。
お
互
い
の
考
え
や
取
り
組
み
の
方
向
性
を
理
解
し
た
上
で
、
例
え
ば
パ
チ
ン
コ
店
の
休

尼業
要
請
な
ど
、
一
部
の
自
治
体
だ
け
で
行
っ
て
も
効
果
が
薄
い
よ
う
な
対
策
は
広
域
で
そ
ろ
え
る
が
、
独
自

性
を
も
っ
て
取
り
組
む
べ
き
対
策
は
各
自
治
体
で
判
断
を
進
め
て
き
た
。

　

他
方
で
、「
横
」
の
情
報
共
有
が
難
し
か
っ
た
の
は
、
保
健
所
で
あ
っ
た
。
保
健
所
は
分
権
的
で
現
地
主

義
の
組
織
で
あ
り
、
例
え
ば
、
尼
崎
市
民
で
大
阪
に
勤
務
す
る
人
は
、
家
族
は
尼
崎
市
の
保
健
所
、
本
人
の

勤
務
先
は
大
阪
内
の
保
健
所
が
担
当
し
て
い
る
。
両
方
の
情
報
を
合
わ
せ
な
い
と
全
体
像
が
見
え
な
い
が
、

そ
れ
は
時
に
膨
大
な
業
務
量
の
中
で
困
難
を
き
わ
め
た
。
今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
情
報
基
盤
で
あ
る

HER-SYS

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等
情
報
把
握
・
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
）
の
活
用
を
含
め
、
平

素
か
ら
、
全
国
規
模
で
統
合
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
ま
た
、
デ
ー
タ
の
取
得
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
を
両
立
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
お
く
こ
と
が
、
次
な
る
流
行
や
新
し
い
感
染
症
へ
の
備
え
と
な

る
だ
ろ
う
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
限
ら
ず
、
今
後
は
、
首
長
同
士
を
は
じ
め
、
自
治
体
や
保
健
所
に
よ
る
、
都
道
府

県
を
越
え
た
横
の
連
携
が
一
層
重
要
と
な
る
。
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
対
応
可
能
な
広
域
行
政
の
仕
組
み
を
あ
ら

か
じ
め
作
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
想
定
外
の
こ
と
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
力
を
、
い
か
に
身
に
付
け
て

い
く
か
が
大
事
で
あ
る
。

尼
崎
市
長
。
神
戸
大
学
卒
業
後
、
地
元
の
証
券
会
社
に
入
社
。
兵
庫
県
議
会
議
員
を
経
て
、
二
〇
一
〇
年
よ
り
現
職
。
現
在
三
期
目
。
尼

崎
市
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
で
、
二
〇
一
三
年
に
策
定
し
た
行
財
政
改
革
計
画
『
あ
ま
が
さ
き
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の
確
立
を
着
実
に
進
め
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
早
く
か
ら
デ
ー
タ
分
析
班
を

新
設
し
、
分
析
し
た
感
染
状
況
を
グ
ラ
フ
な
ど
も
用
い
て
分
か
り
や
す
い
形
で
、
Ｈ
Ｐ
で
公
表
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
状

況
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
、
保
健
所
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
市
民
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
の
態
勢
を
強
化
し
て
き
た
。

稲
村
和
美
（
い
な
む
ら
・
か
ず
み
）

アーネ・リンドクウィスト、ヤン・ウェステル〔1997〕

あなた自身の社会
スウェーデンの中学教科書
川上邦夫訳、新評論

15 14No. 51—2020年 12月わたしの構想



識
者
に
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
は
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
、ど
う
乗
り
越
え
た
の
か
。
今
後
、必
要
な
備
え
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

朝
令
暮
改
は
必
ず
あ
る
と
理
解
を
求
め
、

事
に
当
た
っ
た

石
山
志
保

福
井
県
大
野
市
長

野
市
は
、
福
井
県
で
一
番
面
積
が
広
く
、
人
口
は
三
万
二
〇
〇
〇
人
の
小
さ
な
自
治
体
だ
。
福
井
駅

か
ら
ロ
ー
カ
ル
線
で
一
時
間
ほ
ど
か
か
る
所
に
位
置
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
は
、

従
来
の
災
害
や
感
染
症
対
策
と
は
ま
っ
た
く
違
う
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。
通
常
の
災
害
対
策
で
は
、
ど
う
救

助
し
復
元
・
復
旧
し
て
い
く
か
が
明
確
だ
が
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
は
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
で
、
感
染
症
の
実

態
が
見
え
な
い
。
国
や
県
の
発
表
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
報
道
か
ら
「
何
が
正
確
な
情
報
な
の
か
」
を
確
認
し

な
が
ら
、
市
と
し
て
対
応
を
一
つ
ず
つ
積
み
重
ね
て
い
く
し
か
方
法
は
な
か
っ
た
。

　

大
野
市
は
東
京
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
当
初
は
、
行
政
も
市
民
も
感
染
拡
大
を
遠
い
世
界
の
話

の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
月
末
に
国
が
出
し
た
小
中
高
校
の
全
国
一
斉
休
校
の
要
請
が
、
意
識

が
切
り
替
わ
る
契
機
に
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
と
い
う
敵
に
対
し
て
一
番
情
報
を
持
っ
て
い
る
国
が
、「
全

国
一
律
で
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
判
断
し
た
こ
と
で
、
私
も
対
策
を
打
つ
腹
を
決
め
た
。
市
の
職
員
に
は
、

「
今
は
非
常
事
態
だ
か
ら
、
い
つ
も
の
仕
事
の
発
想
で
や
っ
て
い
る
と
対
応
で
き
な
い
。
災
害
時
の
対
応
だ

と
思
っ
て
、
切
り
替
え
て
物
事
に
当
た
り
ま
し
ょ
う
」
と
伝
え
た
。

大
　

三
月
中
旬
に
福
井
県
で
初
の
感
染
者
が
発
生
し
、
四
月
に
は
大
野
市
内
で
も
数
人
が
感
染
し
て
、
こ
の
時

期
は
日
に
日
に
緊
張
が
高
ま
っ
た
。「
ど
こ
か
の
施
設
を
閉
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
」、「
大

野
市
の
職
員
も
感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
状
況
が
現
実
味
を
増
す
中
で
、
ほ

ぼ
毎
日
、
対
策
本
部
会
議
を
実
施
し
て
い
た
。
現
場
か
ら
上
が
っ
て
く
る
報
告
や
県
の
記
者
会
見
の
情
報
な

ど
を
踏
ま
え
、
週
末
ご
と
に
自
分
な
り
に
状
況
を
整
理
し
て
翌
週
に
向
け
て
対
策
を
考
え
、
月
曜
日
の
対
策

本
部
会
議
で
共
有
し
た
。
対
策
を
立
て
る
に
当
た
っ
て
は
、
大
野
市
だ
け
で
は
全
て
の
財
源
を
賄
う
の
が
難

し
く
、
国
や
県
の
対
策
や
予
算
を
最
大
限
生
か
し
た
。
五
月
初
頭
に
市
の
最
初
の
補
正
予
算
、
五
月
半
ば
に

は
独
自
の
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
予
算
を
組
み
、
そ
の
後
、
国
の
臨
時
交
付
金
を
利
用
し
準
備
が
で
き
た
。

　

感
染
症
の
実
態
が
分
か
ら
ず
、
何
が
正
し
い
情
報
で
取
る
べ
き
対
策
な
の
か
、
手
探
り
で
の
対
応
が
迫
ら

れ
る
中
で
、
大
野
市
民
を
守
る
た
め
に
き
ち
ん
と
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
で
、
最
善
の
策
を

考
え
続
け
て
き
た
。
対
応
が
試
行
錯
誤
に
な
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
。
職
員
に
は
「
朝
令
暮
改
は
必
ず
あ

る
」
と
理
解
を
求
め
、
大
変
頑
張
っ
て
も
ら
っ
た
。
今
回
、
蓄
積
し
て
き
た
悩
み
や
経
験
は
、
す
べ
て
今
後

に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

大
野
市
長
。
東
京
大
学
卒
業
後
、
環
境
庁
（
当
時
）
入
庁
。
大
野
市
役
所
入
庁
。
二
〇
一
八
年
よ
り
現
職
。
現
在
一
期
目
。「
大
野
で
す

く
す
く
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
取
り
ま
と
め
、
若
い
人
た
ち
が
大
野
で
住
み
、
結
婚
し
、
子
育
て
し
た
く
な
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
む
ほ
か
、
二
〇
二
一
年
四
月
に
開
駅
予
定
の
道
の
駅
「
越
前
お
お
の 

荒
島
の
郷
」
の
整
備
に
よ
り
、
市
民
の
「
稼
ぐ
力
」

の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
教
育
や
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
。
児
童
生
徒
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

を
早
め
、
本
年
度
末
ま
で
に
整
備
予
定
。
行
政
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
や
デ
ジ
タ
ル
環
境
の
整
備
・
運
用
な
ど
も
進
め
て
い
る
。

石
山
志
保
（
い
し
や
ま
・
し
ほ
）

畠中恵〔2019〕

わが殿
文藝春秋
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識
者
に
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
は
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
、ど
う
乗
り
越
え
た
の
か
。
今
後
、必
要
な
備
え
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊 い
ち
早
く
合
理
的
な
戦
略
を
実
行
し
、

国
と
連
携
す
る

平
井
伸
治

鳥
取
県
知
事神野直彦〔2010〕

分かち合いの経済学
岩波新書

取
県
は
、
人
口
が
最
も
少
な
く
、
高
齢
者
が
多
い
県
で
あ
る
。
医
療
資
源
が
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、

い
っ
た
ん
感
染
が
広
が
っ
た
ら
壊
滅
的
な
状
況
に
な
る
と
脅
威
を
感
じ
、
早
く
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
を
ど
う
迎
え
撃
つ
べ
き
か
を
議
論
し
て
い
た
。
日
本
で
最
初
の
陽
性
者
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
一
月

一
六
日
。
そ
の
当
日
、
住
民
へ
の
相
談
窓
口
を
設
置
、
五
日
後
に
は
連
絡
会
議
を
開
催
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、

「
検
査
に
よ
る
早
期
発
見
」、「
院
内
感
染
の
防
止
」、「
感
染
拡
大
の
徹
底
的
な
防
止
」
を
基
本
戦
略
に
し
た
。

切
羽
詰
ま
っ
た
状
況
の
中
で
対
応
を
急
い
だ
結
果
、
三
月
時
点
で
の
人
口
あ
た
り
の
「
確
保
病
床
数
」
は
、

鳥
取
県
が
日
本
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
た
。

　

限
ら
れ
た
医
療
資
源
し
か
な
い
県
で
、
国
よ
り
も
先
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
打
つ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

過
去
に
経
験
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
の
ス
ピ
ー
ド
を
教
訓
に
、
切
迫
感
を
も
っ
て
対
応
し
た
か

ら
だ
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力
は
非
常
に
強
く
、
患
者
の
増
加
ペ
ー
ス
が
一
気
に
上
昇
し
た
。

　

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
い
て
は
、
当
初
、
県
の
病
院
が
有
し
て
い
た
病
床
は
、

わ
ず
か
一
二
床
。
こ
れ
で
戦
え
る
わ
け
は
な
い
と
判
断
し
、
急
遽
、
地
域
の
医
師
会
の
協
力
を
得
る
こ
と
に

鳥し
た
。
も
と
も
と
、
鳥
取
県
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
規
模
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
医
療
関
係
者
と
の
間

に
顔
の
見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
築
か
れ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
命
を
張
っ
て
現
場
に
い
る
医
師
や
医
療
ス

タ
ッ
フ
は
、
医
療
機
関
で
の
マ
ス
ク
不
足
が
深
刻
化
し
、
も
の
す
ご
い
不
安
感
を
抱
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、

自
治
体
が
備
蓄
し
て
い
た
マ
ス
ク
二
二
万
枚
を
、
全
て
医
師
会
に
提
供
す
る
な
ど
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を

行
っ
た
。
そ
れ
に
医
師
会
が
応
え
て
く
れ
、
短
期
間
に
、
病
床
数
を
三
〇
〇
床
ま
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

全
国
で
不
足
し
て
い
る
「
診
療
・
検
査
医
療
機
関
」
に
、
鳥
取
県
で
は
八
割
以
上
の
医
院
等
が
協
力
し
て
い

る
の
も
、
こ
の
信
頼
関
係
の
賜
物
だ
。

　

四
七
の
自
治
体
が
あ
れ
ば
、
四
七
の
戦
略
が
あ
る
。
感
染
の
拡
大
状
況
、
確
保
し
て
い
る
医
療
資
源
、
住

民
の
理
解
や
協
力
の
度
合
い
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
条
件
は
地
域
に
よ
っ
て
千
差
万
別
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
解
が
あ
る
。
上
か
ら
示
す
指
針
だ
け
で
は
無
理
で
あ
り
、
現
場
主
導
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
視
さ
れ

る
べ
き
だ
。
当
初
、
国
の
法
令
上
の
制
約
で
現
場
が
思
う
よ
う
に
動
け
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
国
の
対
応

が
徐
々
に
柔
軟
に
な
り
、
全
体
と
し
て
は
国
と
地
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
有
効
に
機
能
し
、
多
く
の

地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
適
し
た
対
応
が
と
ら
れ
て
い
た
。
今
回
、
地
方
と
国
の
間
に
生
ま
れ
た
信
頼

関
係
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
行
政
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
わ
る
だ
ろ
う
。

鳥
取
県
知
事
。
東
京
大
学
卒
業
後
、
自
治
省
（
当
時
）
入
省
。
鳥
取
県
総
務
部
長
、
鳥
取
県
副
知
事
等
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年
よ
り
現
職
。

現
在
四
期
目
。
政
府
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
有
識
者
会
議
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
構
成
員
。
全
国
知
事

会
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
本
部
本
部
長
代
理
兼
副
本
部
長
を
務
め
、
提
言
の
取
り
ま
と
め
や
政
府
と
の
折
衝
を
担
っ
て
い
る
。

県
知
事
と
し
て
は
、
都
道
府
県
で
初
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
条
例
を
制
定
し
た
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
業
に
対
し
、
県
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
早
い
段
階
で
作
成
し
た
り
す
る
な
ど
、
先
手
先
手
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
実
施
し
、
県
内
の
感
染
拡
大
を
抑
え
こ
ん
で
い
る
。

平
井
伸
治
（
ひ
ら
い
・
し
ん
じ
）
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データで 見る
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イタリア日本

アメリカ台湾

自治体トップの覚悟
未知の感染症に挑む

都道府県の特徴：新型コロナ死亡率・ICU病床数・医師の知事評価

「新型コロナ」が言及された議事録の割合
（　　）内は 1月～ 8月全議事録数

埼玉県 96.15%（ 26 件）

東京都 77.86%（131件）

神奈川県 90.48%（ 21 件）

愛知県 58.59%（ 99 件）

滋賀県 60.81%（ 74 件）

大阪府 95.83%（ 24 件）

和歌山県 90.00%（ 20 件）

鳥取県 95.45%（ 22 件）

福岡県 66.09%（115件）

出所） 新型コロナ死亡率は、厚生労働省「国内の発生状況（11月 7日時点）」を用いて算出。分母は陽性者数。10万人当たり ICU等
の病床数は、高橋泰・江口成美・石川雅俊（2020 年 4月）「地域の医療提供体制の現状―都道府県別・二次医療圏別データ集」
日医総研ワーキングペーパーNo. 443，日医総研，第 8版から算出。医師の知事への評価は、m3.com（2020 年 8月 13 日）
「COVID-19 対応都道府県調査◆Vol. 1」による。

各国のGoogle 検索状況の推移（2020年 1月-11月）「緊急事態宣言、またはロックダウン」「マスク」

注） 目次・議題などの形式的な内容の議事録を除いて計測した。
出所） 各都道府県議会のサイトで提供される議事録検索を用いて、NIRA作成。

注） 2020 年 1月 1日～11月 8日の間、各国における「緊急事態宣言、またはロックダウン」「マスク」に該当する言葉の検索数と、
新型コロナウイルス新規感染者数の推移。グラフは、「緊急事態宣言、またはロックダウン」「マスク」の検索数、および新規感染者
数が最大となった週の値を、それぞれ 100とした指数。

出所） Google Trends（2020 年 11 月 8 日アクセス）、Our World in Data, Statistics and Research Coronavirus Pandemic 
（COVID-19）（2020年 11月 17日アクセス）を元に作成。

都道府県議会で「新型コロナ」が言及された議事録の割合（2020年 1月-8月）

注） m3.com編集部が 7月 31日～8月 5日の間、m3.com医師会員に対して実施した、勤務先医療機関がある都道府県の新型コロナ
対応についての調査。7,338 人が回答。グラフは、評価の数値を加重平均して順位をつけたものから、上位 8位までを抜粋。

出所） m3.com（2020年８月13日）「COVID-19 対応都道府県調査◆Vol. 1」

「3～4月の勤務先の都道府県知事のCOVID-19 対応に関する施策、リーダーシップに対する
評価を、 1（全く評価しない）～ 5（非常に評価する）の 5段階で教えてください。」

都道府県知事のリーダーシップに対する医師の評価（2020年 7月-8月）
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10 万人当たり ICU等の病床数（平成 30年度時点）
1050 15

医療資源が乏し
い・新型コロナ
死亡率を抑制

医療資源が豊富・
新型コロナ死亡率
を抑制

医療資源が乏し
い・新型コロナ
死亡率が高い

医療資源が豊富・
新型コロナ死亡率
が高い「緊急事態宣言」 「ロックダウン」

（台湾・アメリカも同じ）

検索数の最大値がほぼ同数。
（lockdown指数：100、
 face mask 指数：98）

「マスク」 「新規感染者数」
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